
～水害による家計・企業の損害発生の予防や被害軽減に貢献～
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地方自治体の発行する水害対策事業を
資金使途とした地方債への投資
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東京海上グループのご紹介
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東京海上グループのご紹介

100年後

社会ニーズの変化、
社会課題の多様化・複雑化

社会ニーズの変化、
社会課題の多様化・複雑化

誰もが安心・安全に生活し、果敢に
挑戦できるサステナブルな社会

実現に
貢献したい

社会

世界のお客様に“あんしん”をお届けし
成⾧し続けるグローバル保険グループ

当社の
めざす姿

価値創造を支える
グループの強みと強靭なガバナンス

価値創造を支える
グループの強みと強靭なガバナンス

主な社会課題

健やかで
心豊かな生活

気候変動対策

D&I
災害

レジリエンス

過 去

事業活動

損害を補償し、
挑戦を後押し

リスクを引き受け、
不安を解消

リスクを検知し、
損害発生を抑制

早期復旧、
再発防止
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東京海上日動におけるレジリエンスの取組み

 当社は、事業を通じて社会課題の解決に貢献し、サステナブルな社会づくりを実現するため、SDGｓを含む
様々な社会課題の中から、“当社が特に解決に貢献できる重点領域”として、「レジリエンス」「サイバー」「中
小企業支援」「ＧＸ」「ヘルスケア」の5領域を選定しています。

 「レジリエンス」の領域では、自然災害大国である日本の災害レジリエンス（被害の防止・極小化・復旧を早
期化）を向上させるため、有事の際の「保険金の支払い」だけでなく、事故の予防や発生時の負担軽減、
迅速な復旧等の事前の安心・安全の提供にも取り組んでいます。

     サイバー     ヘルスケア

   中小企業支援        ＧＸ

    レジリエンス

東京海上日動 社会課題重点5領域 ＜防災・減災サイクル＞
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水害対策事業を資金使途とした地方債への投資

 今般、当社は、安心・安全を提供するための事業領域をさらに拡大し、水害による家計・企業の損害防止・
被害軽減を行うため、水害対策事業を目的とした地方債への投資を開始しました。

 本枠組みでの地方債投資を行うことで、水害による家計・企業の損害発生の予防や被害軽減に貢献し、
地域の災害レジリエンスの向上に寄与できるものと考えています。

当社 地方自治体
地
方
債
投
資

地
方
債
発
行

河川改修事業

海岸改修事業

下水道整備事業

水
害
対
策
事
業
へ
の
資
金
充
当

水害による損害発生の防止・被害軽減 ⇒ 災害レジリエンスの向上
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横浜市「浸水レジリエンス債」への投資

 本投資枠組みの第一弾として、水害対策を進める横浜市と協働し、治水安全度の向上に向けた浸水対策
事業に資金使途を特定した、同市が発行する債券を購入しました。

 今回の「浸水レジリエンス債」の投資概要は以下のとおりです。

浸水レジリエンス債名称

総額15億円発行額

総額15億円当社投資額

治水安全度向上のための浸水対策
事業に係る3件の事業

資金使途

10年満期一括償還年限

2025年10月21日発行日

ゴールドマン・サックス証券株式会社主幹事証券会社

＜「浸水レジリエンス債」の概要＞ ＜資金使途先の浸水対策事業の例＞

神奈川公園発進立坑全景

和泉町第二公園立坑
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横浜市との協業取組み

 横浜市と当社は、レジリエンスの向上を目的として、過去から防災セミナー開催し、地域の住民や企業の自
然災害のリスクに関する理解促進を図る等、共同して取り組んでまいりました。
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三重県「みえグリーンボンド 水害レジリエンス枠」への投資

 本投資枠組みの第二弾として、水害対策を進める三重県と協働し、河川や堤防の水害対策事業に資金
使途を特定した、同県が発行する債券を購入しました。

 今回の「みえグリーンボンド 水害レジリエンス枠」の投資概要は以下のとおりです。

みえグリーンボンド 水害レジリエンス枠名称

総額20億円（みえグリーンボンド90億円のうち20
億円を水害レジリエンス枠とする）

発行額

総額20億円当社投資額

水害対策事業に係る11件の事業資金使途

10年満期一括償還年限

2025年10月28日発行日

ゴールドマン・サックス証券株式会社主幹事証券会社

＜「みえグリーンボンド 水害レジリエンス枠」の概要＞ ＜資金使途先の浸水対策事業の例＞

護岸改修事業

防波堤のかさ上げ
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三重県との協業取組み

 三重県と当社は、レジリエンスの向上を目的として、過去からSDGsに関する連携協定を結び、パートナー登
録制度の企業向け普及や企業向けセミナーの実施等、共同して取り組んでまいりました。
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